
食品アクセスセミナー第３回報告要旨（平成22年９月２日） 

「都市社会における＜つながり＞の位相とフー

ドデザート」 

明治学院大学教授 

浅川達人 

 

農林水産政策研究所では、高齢者の増加や食料

品小売店・飲食点数の減少等に伴い、食料品に

アクセスするのが困難な者の顕在化が問題にな

ってきていることを踏まえ、食料品へのアクセ

スに関するセミナーを開催しています。今回は

その３回目として、浅川客員研究員（明治学院

大学教授）からご講演をいただきました。 

 

【講演概要】 

講演では、以下の４点について報告が行われま

した。 

１．東京大都市圏で起こった郊外化と再都市化 

２．郊外化と再都市化の地理的な違い 

３．社会構造・空間構造の変化の中での人と人

とのつながりの変化 

４．人と人とのつながりの変化とフードデザー

ト問題 

 

１．について、東京都への転入・転出者数の分

析から、高度経済成長期からバブル経済期にか

けて進んだ郊外化とその後に現れた再都市化に

ついて話されました。郊外化の時期には東京都

への転入者数と同じだけの転出者がいたものが、

再都市化の時期に入ると 20～40代を中心に、東

京都の中で生活する場の確保が容易になったた

め、転出者が少なくなったとありました。 

２．の中で、団塊の世代の 1970年から 1990年

の動きをみることで、郊外化の説明がなされま

した。1970年代の東京では、城東・城南地域に

は工場や問屋が密集しており、この中では住居

を求めることが容易でなかったため、郊外にそ

れを求めたこと、その後、1990年代までに地価

の安い地方に移転が進み、跡地が住宅地になる

ことで再都市化が進んだという説明がありまし

た。 

 

３．について、人間の多い都市では、その多く

の人間達と親密な関係を築いていくことが難し

いため、目的合理的になり、孤独になるという

ワースの論や、経済的貧困のせいで社会的解体

が起こるというガンズの論など、既存研究が紹

介されました。 

その後、浅川客員研究員から、地域特性を踏ま

えつつ、その地域ではどのようなつながりが重

要かを考えるべきとの発言がありました。 

 

４． について、人と人とのつながりの変化の一

つの側面がフードデザート問題であるという説

明があり、このことについて東京都の向島など

いくつかの地域の特徴について説明がありまし

た。 

フードデザート問題とは、生鮮食料品に対して、

心理的、社会的な距離のある人たちがある地域

に集まることで顕在化した問題であり、それを

解決するためには、様々な対策の中から地域特

性を踏まえた対策を行うことが必要であるとの

提言がありました。 

（文責：高岸陽一郎） 


